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スクールリーダーに求められる資質能力について理解するとともに，学校をマネジメントの観点から具体的に分析し，学校の課題を把握し，分析する力を養成する。授
業
の
概
要

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

目標1

目標2

目標3学校マネジメント実践（ビジョン形成，資源活用など）について理解する

目標4学校の課題をマネジメントに関連付けて分析し，解決策を提案する

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

スクールリーダーに求められる資質能力を理解する

学校をマネジメントの観点から捉える

授業の内容

イントロダクション：共有ビジョンの形成1

スクールリーダーに求められる資質能力（１）「校長の専門職基準」基準２，３の検討2

スクールリーダーに求められる資質能力（２）「校長の専門職基準」基準４，５の検討3

スクールリーダーに求められる資質能力（３）「校長の専門職基準」基準６，７の検討4

実践としてのマネジメント（１）ミッション・ビジョン・教育目標5

実践としてのマネジメント（２）学校経営計画の要件6

学校の資源（１）　人的資源論7

学校の資源（２）　教員評価の実務と留意点8

学校の資源（３）　学校財務論9

学校の資源（４）　物的資源論10

学校の資源（５）　タイム・マネジメント論11

学校の資源（６）　ソーシャル・キャピタル論12

現任校Aのマネジメントに関する報告13

現任校Bのマネジメントに関する報告14

現任校Cのマネジメントに関する報告15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

事例研究，グループ・ペアでの共同作業，省察のためのコメントレポー
ト，ブレインストーミング，KJ法

ラ
ー
ニ
ン
グ

工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

各回の授業の事前に配布される資料の熟読（2時間）。準備
学修

事後
学修

各回の授業内容の整理・省察を中心に，授業後のまとめを各自で行う（1時間）。

教科書

授業時にレジュメを配布する。

参考書

日本教育経営学会実践推進委員会編『次世代スクールリーダーのための「校長の専門職基準」』花書院，2015年。

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

複数教員による多面的・総合的評価（受講態度、課題に取組む姿勢、討論への参加等）

最終レポート（本授業において学んだ事や今後解決すべき課題など）

70% ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○ ○

注意事項
本授業においては学校および教員集団のあり方を相対化して批判的に捉える力も求められる。よって，個人の経験を基盤に置きつつも，それを絶対化することなく
，問い直す構えを重視すること。

備考

リンク
URL



有定裕雅　大分県高等学校校長，大分県教育委員会職員
教員の実務
経験

学校管理職としての学校経営実践上の諸課題の分析および対応策のあり方の提案
実務経験を
いかした教
育内容


